
 

令和５年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立御園中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

    実験観察等の生徒活動を増やしたり、生徒間の話し合い活動を多くとったりしたこと

で、主体的な学習を促し、自らの思考を深めさせることができた。また、基礎・基本

を徹底した授業を展開したことで、知識の定着が少しずつ見られるようになった。 

 

（２） 課題 

    日常生活と理科の結びつきに対する意識が低く、理科を学ぶ有用性が伝わっていない。

授業の導入段階で生徒の疑問を引き出したり、既習事項を活かした調べ学習を行った

りすることで、理科への興味・関心を高める必要がある。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第１学年 

全観点が目標値にわず

かに達していない。 

特に、知識の問題がとれ

ていない。 

  

第２学年 

全観点が目標値に達し

ていないが、主体的に

学習に取り組む態度

は、目標値にほぼ近づ

いた。学力上昇傾向が

見られる。 

全観点が目標値に大き

く達していない。特に

主体的に学習に取り組

む態度が芳しくなく、

理科嫌いな生徒が非常

に多い。 

 

第３学年 

全観点が目標値に達し

ていないが、学力は若干

の上昇傾向が見られる。

計算問題や、日常生活と

の関連を読み取れない

生徒が多い。 

全観点が目標値に達し

ていない。 

思考・判断・表現が特

に低く、実験結果を分

析することに苦手意識

を持つ生徒が多い。 

主体的に学習に取り組

む態度は目標値に達し

ている。 

その他の２観点は目標

値に達していない。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値までは到達できてい

ない。分野によってばらつき

がある。 

区の平均をわずかに上回っ

ているが目標値には届いて

いない。 

区の平均をわずかに上回っ

ている。理科に対する興味関

心をもてている。 

  

 



 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

区の平均を１ポイント程度

下回っている。分野によるば

らつきが大きい。 

区の平均をわずかに上回っ

ている。事象を説明したり、

実験結果から考察したりす

る力が低い。 

区の平均を２ポイント程度

上回っている。観察・実験の

過程を理解し、意欲的に取り

組めている生徒が多い。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

区の平均と同程度である。特

に、生物分野の正答率は高か

ったが、地学分野の正答率が

低かった。 

区の平均を３ポイント程度

下回っている。分野によるば

らつきがかなり大きかった。 

区の平均を２ポイント以上

下回っている。日常生活と関

連付いた問題に対する正答

率が特に低かった。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

毎回の授業で、おさえたいポ

イントを明確にしていく。一

つ一つの知識を確実に身に

つけさせる。また、小テスト

などを単元ごとに行い、確実

な知識の定着を図る。 

思考の過程を明確にするこ

とで、自らの考えをまとめさ

せる。また、文章による出題

も慣れさせていくことで思

考問題になれさせる。 

身近な事物・現象と学習内容

を関連づけ、生徒の興味・関

心を高める。 

また、観察・実験を多く取り

入れ、学習意欲の向上を図

る。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

毎回の授業で、おさえたいポ

イントを明確にしていく。一

つ一つの知識を確実に身に

つけさせる。また、小テスト

などを単元ごとに行い、確実

な知識の定着を図る。 

思考の過程を明確にするこ

とで、自らの考えをまとめさ

せる。また、引き続き文章に

よる出題になれるため文章

題を取り組んでいく。 

身近な事物・現象と学習内容

を関連づけ、生徒の興味・関

心を高める。 

また、観察・実験を多く取り

入れ、学習意欲の向上を図

る。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

授業はじめに、復習の時間を

設けたり、単元ごとの小テス

トを行ったりすることで、知

識の定着を図る。また、振り

返りシートを活用し、学習の

軌跡がわかるようにする。 

仮説実験の過程を明確にし、

考察など、自らの考え表現す

する機会を多く担保する。 

また、問題演習等の時間も確

保し、グラフや計算等の思考

力の底上げを図る。 

また、生徒にとって身近な現

象や物体を例に取り上げ、日

常生活との関連を意識させ

る。既習事項を活用した調べ

学習を取り入れ、身近な問題

を探究する力を養う。 

 


